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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年9月15日(2016.9.15)

【公表番号】特表2014-519534(P2014-519534A)
【公表日】平成26年8月14日(2014.8.14)
【年通号数】公開・登録公報2014-043
【出願番号】特願2014-509633(P2014-509633)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 220/30     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/447    (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/30     (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  220/30     　　　　
   Ｃ０８Ｆ    2/44     　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ   27/26     ３１５Ｆ
   Ｃ０９Ｄ   11/30     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年7月28日(2016.7.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４５】
　実施例１：赤血球様形状を持ったＲＭ２５７の粒子エマルジョンの調製
　ＲＭ２５７（５．０ｇ）をビーカーの中に配置し、それが溶融するまで加熱する。もう
一つのビーカーの中で、５０．０ｇのドデカンおよび５００ｍｇのクラトンＧ１７０１Ｅ
Ｕを混合し、該表面活性剤が溶解するまで１５０℃で撹拌する。これらの溶液を合体し、
シルバーソン（Silverson）ホモジナイザーを用いて２０００ｒｍｐで８分間、１５０℃
でホモジナイズする。この時点で安定なエマルジョンが得られる。該エマルジョンを三口
の１００ｍＬ丸底フラスコに移し、これを８５℃で予備加熱し、窒素をフラッシュさせる
。このフラスコに還流コンデンサと、４００ｒｐｍに設定された撹拌ブレードを備えた塔
頂スターラーを取り付ける。エマルジョンの温度が安定したら、Ｖａｚｏ６７（熱的開始
剤）（２５０ｍｇ）をドデカン（５ｍＬ）中に溶解し、これを反応系に加える。該反応系
の撹拌および加熱を２時間維持して重合を完了させる。該反応系を室温にまで冷却し、エ
マルジョンを５０マイクロメータの布を通して濾過する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４７】
　実施例２：タクトイド形状のＲＭ２５７粒子エマルジョンの調製
　ＲＭ２５７（５．０ｇ）をビーカーの中に配置し、それが溶融するまで加熱する。もう
一つのビーカーの中で、５０．０ｇのドデカンおよびクラトンＧ１７０１ＥＵ（５００ｍ
ｇ）を混合し、該表面活性剤が溶解するまで１５０℃で撹拌する。これらの溶液を合体し
、シルバーソン（Silverson）ホモジナイザーを用いて２０００ｒｍｐで８分間、１５０
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℃でホモジナイズする。この時点で安定なエマルジョンが得られる。該エマルジョンを三
口の１００ｍＬ丸底フラスコに移し、これを８５℃で予備加熱し、窒素をフラッシュさせ
る。このフラスコに還流コンデンサと、４００ｒｐｍに設定された撹拌ブレードを備えた
塔頂スターラーを取り付ける。反応物の温度が安定したら、ＬｕｐｅｒｏｘＰ（熱的開始
剤）（２５０ｍｇ）をドデカン（５ｍＬ）中に溶解し、これを反応系に加える。該反応系
の撹拌および加熱を２時間維持して重合を完了させる。該反応系を室温にまで冷却し、エ
マルジョンを５０マイクロメータの布を通して濾過する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４９】
　実施例３：ＲＭＤ粒子エマルジョンの調製
　ＲＭＤ（５．０ｇ）をビーカーの中に配置し、それが溶融するまで加熱する。もう一つ
のビーカーの中で、５０．０ｇのドデカンおよびクラトンＧ１７０１ＥＵ（５００ｍｇ）
を混合し、該表面活性剤が溶解するまで１５０℃で撹拌する。これらの溶液を合体し、シ
ルバーソン（Silverson）ホモジナイザーを用いて２０００ｒｍｐで８分間、１５０℃で
ホモジナイズする。この時点で安定なエマルジョンが得られる。該エマルジョンを三口の
１００ｍＬ丸底フラスコに移し、これを８５℃で予備加熱し、窒素をフラッシュさせる。
このフラスコに還流コンデンサと、４００ｒｐｍに設定された撹拌ブレードを備えた塔頂
スターラーを取り付ける。反応物の温度が安定したら、ＬｕｐｅｒｏｘＰ（熱的開始剤）
（２５０ｍｇ）をドデカン（５ｍＬ）中に溶解し、これを反応系に加える。該反応系の撹
拌および加熱を２時間維持して重合を完了させる。該反応系を室温にまで冷却し、エマル
ジョンを５０マイクロメータの布を通して濾過する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５１】
　実施例４：ＲＭ２５７およびディスパースレッド１メタクリレートの赤に着色された粒
子エマルジョンの調製
　ＲＭ２５７（５．０ｇ）およびディスパースレッド１メタクリレート（０．１２５ｇ）
をビーカーの中に配置し、それが溶融するまで加熱する。もう一つのビーカーの中で、５
０．０ｇのドデカンおよびクラトンＧ１７０１ＥＵ（５００ｍｇ）を混合し、該表面活性
剤が溶解するまで１５０℃で撹拌する。これらの溶液を合体し、シルバーソン（Silverso
n）ホモジナイザーを用いて２０００ｒｍｐで８分間、１５０℃でホモジナイズする。こ
の時点で安定なエマルジョンが得られる。該エマルジョンを三口の１００ｍＬ丸底フラス
コに移し、これを８５℃で予備加熱し、窒素をフラッシュさせる。このフラスコに還流コ
ンデンサと、４００ｒｐｍに設定された撹拌ブレードを備えた塔頂スターラーを取り付け
る。反応物の温度が安定したら、ＬｕｐｅｒｏｘＰ（熱的開始剤）（２５０ｍｇ）をドデ
カン（５ｍＬ）中に溶解し、これを反応系に加える。該反応系の撹拌および加熱を２時間
維持して重合を完了させる。該反応系を室温にまで冷却し、エマルジョンを５０マイクロ
メータの布を通して濾過する。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【０１５４】
　塩化メチレン（１０ｍＬ）中の塩化メタクリロイル（３．５１ｍＬ、３．７６ｇ、０．
０３６ｍｏｌ）を、塩化メチレン（７５ｍＬ）中の市販のＣＩディスパースレッド１９（
９５％、５．０ｇ、０．０１４３８ｍｏｌ）およびトリエチルアミン（８．０１ｍｌ、５
．８ｇ、０．０５７５ｍｏｌ）に徐々に加える。この混合物を一晩撹拌し、メタノール（
５０ｍＬ）を加えて、粘着性の固体を得る。メタノールからの結晶化を試みると粘着性の
固体が得られ、これを更に冷メタノールと共に磨砕する。得られる固体（ＭＲ３）を回収
し、更なる少量のメタノールで洗浄する。収量：６．０ｇ、８５％、Ｍ．ｐ．：８８－９
０℃　．
　工程２：
　ＲＭ２５７（５．０ｇ）およびディスパースレッド１９ジメタクリレート（０．１２５
ｇ）をビーカーの中に配置し、それらが溶融するまで加熱する。もう一つのビーカーの中
で、ドデカン（５０ｇ）および５００ｍｇのクラトンＧ１７０１ＥＵを混合し、該表面活
性剤が溶解するまで１５０℃で撹拌する。これらの溶液を合体し、シルバーソン（Silver
son）ホモジナイザーを用いて２０００ｒｍｐで８分間、１５０℃でホモジナイズする。
この時点で安定なエマルジョンが得られる。該エマルジョンを三口の１００ｍＬ丸底フラ
スコに移し、これを８５℃で予備加熱し、窒素をフラッシュさせる。このフラスコに還流
コンデンサと、４００ｒｐｍに設定された撹拌ブレードを備えた塔頂スターラーを取り付
ける。反応物の温度が安定したら、ＬｕｐｅｒｏｘＰ（熱的開始剤）（２５０ｍｇ）をド
デカン（５ｍＬ）中に溶解し、これを反応系に加える。該反応系の撹拌および加熱を２時
間維持して重合を完了させる。該反応系を室温にまで冷却し、エマルジョンを５０マイク
ロメータの布を通して濾過する。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５６】
　実施例６：ＲＭ２５７および陽イオン性モノマーから調製される帯電粒子の製造
　ＲＭ２５７（５．０ｇ）および陽イオン性モノマー（０．１０ｇ）をビーカーの中に配
置し、それらが溶融するまで加熱する。もう一つのビーカーの中で、ドデカン（５０ｇ）
およびのクラトンＧ１７０１ＥＵ（５００ｍｇ）を混合し、該表面活性剤が溶解するまで
１５０℃で撹拌する。これらの溶液を合体し、シルバーソン（Silverson）ホモジナイザ
ーを用いて２０００ｒｍｐで８分間、１５０℃でホモジナイズする。この時点で安定なエ
マルジョンが得られる。該エマルジョンを三口の１００ｍＬ丸底フラスコに移し、これを
８５℃で予備加熱し、窒素をフラッシュさせる。このフラスコに還流コンデンサと、４０
０ｒｐｍに設定された撹拌ブレードを備えた塔頂スターラーを取り付ける。反応物の温度
が安定したら、ＬｕｐｅｒｏｘＰ（熱的開始剤）（２５０ｍｇ）をドデカン（５ｍＬ）中
に溶解し、これを反応系に加える。該反応系の撹拌および加熱を２時間維持して重合を完
了させる。該反応系を室温にまで冷却し、エマルジョンを５０マイクロメータの布を通し
て濾過する。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５８】
　実施例７：反応性メソゲン混合物の粒子エマルジョンの調製
　３．７５ｇのＲＭ２５７および１．２５ｇのＲＭＢをビーカーの中に配置し、それらが
溶融するまで加熱する。もう一つのビーカーの中で、５０ｇのドデカンおよび５００ｇの
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クラトンＧ１７０１ＥＵを混合し、該表面活性剤が溶解するまで１５０℃で撹拌する。こ
れらの溶液を合体し、シルバーソン（Silverson）ホモジナイザーを用いて２０００ｒｍ
ｐで８分間、１５０℃でホモジナイズする。この時点で安定なエマルジョンが得られる。
該エマルジョンを三口の１００ｍＬ丸底フラスコに移し、これを８５℃で予備加熱し、窒
素をフラッシュさせる。このフラスコに還流コンデンサと、４００ｒｐｍに設定された撹
拌ブレードを備えた塔頂スターラーを取り付ける。反応物の温度が安定したら、Ｌｕｐｅ
ｒｏｘＰ（熱的開始剤）（２５０ｍｇ）をドデカン（５ｍＬ）中に溶解し、これを反応系
に加える。該反応系の撹拌および加熱を２時間維持して重合を完了させる。該反応系を室
温にまで冷却し、エマルジョンを５０マイクロメータの布を通して濾過する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６１】
　５．０ｇのＲＭ２５７および０．１５ｇのキラル反応性メソゲンをビーカーの中に配置
し、それらが溶融するまで加熱する。もう一つのビーカーの中で、５０ｇのドデカンおよ
び５００ｍｇのクラトンＧ１７０１ＥＵを混合し、該表面活性剤が溶解するまで１５０℃
で撹拌する。これらの溶液を合体し、シルバーソン（Silverson）ホモジナイザーを用い
て２０００ｒｍｐで８分間、１５０℃でホモジナイズする。この時点で安定なエマルジョ
ンが得られる。該エマルジョンを三口の１００ｍＬ丸底フラスコに移し、これを８５℃で
予備加熱し、窒素をフラッシュさせる。このフラスコに還流コンデンサと、４００ｒｐｍ
に設定された撹拌ブレードを備えた塔頂スターラーを取り付ける。反応物の温度が安定し
たら、ＬｕｐｅｒｏｘＰ（熱的開始剤）（２５０ｍｇ）をドデカン（５ｍＬ）中に溶解し
、これを反応系に加える。該反応系の撹拌および加熱を２時間維持して重合を完了させる
。該反応系を室温にまで冷却し、エマルジョンを５０マイクロメータの布を通して濾過す
る。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６４】
　４．５ｇのＲＭ２５７および０．５ｇのトリメチロールプロパントリアクリレートをビ
ーカーの中に配置し、それらが溶融するまで加熱する。もう一つのビーカーの中で、５０
ｇのドデカンおよび５００ｍｇのクラトンＧ１７０１ＥＵを混合し、該表面活性剤が溶解
するまで１５０℃で撹拌する。これらの溶液を合体し、シルバーソン（Silverson）ホモ
ジナイザーを用いて２０００ｒｍｐで８分間、１５０℃でホモジナイズする。この時点で
安定なエマルジョンが得られる。該エマルジョンを三口の１００ｍＬ丸底フラスコに移し
、これを８５℃で予備加熱し、窒素をフラッシュさせる。このフラスコに還流コンデンサ
と、４００ｒｐｍに設定された撹拌ブレードを備えた塔頂スターラーを取り付ける。反応
物の温度が安定したら、Ｖａｚｏ－６７（熱的開始剤）（２５０ｍｇ）を反応系に加える
。該反応系の撹拌および加熱を２時間維持して重合を完了させる。該反応系を室温にまで
冷却し、エマルジョンを５０マイクロメータの布を通して濾過する。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６７】
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　４．７５ｇのＲＭ２５７および０．２５ｇの反応性メソゲントリアクリレートをビーカ
ーの中に配置し、それらが溶融するまで加熱する。もう一つのビーカーの中で、５０ｇの
ドデカンおよび５００ｍｇのクラトンＧ１７０１ＥＵを混合し、該表面活性剤が溶解する
まで１５０℃で撹拌する。これらの溶液を合体し、シルバーソン（Silverson）ホモジナ
イザーを用いて２０００ｒｍｐで８分間、１５０℃でホモジナイズする。この時点で安定
なエマルジョンが得られる。該エマルジョンを三口の１００ｍＬ丸底フラスコに移し、こ
れを８５℃で予備加熱し、窒素をフラッシュさせる。このフラスコに還流コンデンサと、
４００ｒｐｍに設定された撹拌ブレードを備えた塔頂スターラーを取り付ける。反応物の
温度が安定したら、Ｖａｚｏ－６７（熱的開始剤）（２５０ｍｇ）を反応系に加える。該
反応系の撹拌および加熱を２時間維持して重合を完了させる。該反応系を室温にまで冷却
し、エマルジョンを５０マイクロメータの布を通して濾過する。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１７０】
　５．０ｇのＲＭ２５７および０．２２５ｇの安息香酸反応性メソゲン（シントンケミカ
ルズ社（Synthon Chemicals））ビーカーの中に配置し、それらが溶融するまで加熱する
。もう一つのビーカーの中で、５０ｇのドデカンおよび５００ｍｇのクラトンＧ１７０１
ＥＵを混合し、該表面活性剤が溶解するまで１５０℃で撹拌する。これらの溶液を合体し
、シルバーソン（Silverson）ホモジナイザーを用いて２０００ｒｍｐで８分間、１５０
℃でホモジナイズする。この時点で安定なエマルジョンが得られる。該エマルジョンを三
口の１００ｍＬ丸底フラスコに移し、これを８５℃で予備加熱し、窒素をフラッシュさせ
る。このフラスコに還流コンデンサと、４００ｒｐｍに設定された撹拌ブレードを備えた
塔頂スターラーを取り付ける。反応物の温度が安定したら、Ｖａｚｏ－６７（熱的開始剤
）（２５０ｍｇ）を反応系に加える。該反応系の撹拌および加熱を２時間維持して重合を
完了させる。該反応系を室温にまで冷却し、エマルジョンを５０マイクロメータの布を通
して濾過する。
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